
1 課題テーマ ごみ減量化・資源化

2 解決したい課題内容

町民１人１日当たりのごみ排出量が県内上位になっており、資
源化率においてもワースト上位になっているため、町でもさま
ざまな取り組みや補助制度を行っているが、より一層効果的に
ごみ排出量の減量化、資源化率の向上を図っていく必要があ
る。

3 課題に対する現在の取組

【ごみの減量化・資源化に対する取組】
・生ごみ処理容器等購入費補助金交付制度
・レジ袋削減事業
・子ども会リサイクル環境教育事業助成金交付制度
・小型家電リサイクルの実施
・雑紙の資源化（R6.12月に雑紙回収袋を全戸配布）
・食品ロス削減対策（フードバンクの推進、小学4年生世帯対
象に食品ロスチェックシート配布、工業懇談会（町内立地企
業）にいばらき食べきり協力店等の情報提供等）
・ネット型リユース事業「おいくら」との協定
・エコショップ認定制度

4 提案者側に期待すること

①～④のいずれかについて、効果的な対策により『令和10年度
目標数値』が達成できるような提案をしていただきたい。

[令和6年度（暫定数値）]
　①1人1年当たりのごみ排出量：392kg
　②リサイクル率：8％
　③ごみ焼却量：17,457トン
　④最終処分量：2,830トン

[令和10年度（目標数値）]
　①1人1年当たりのごみ排出量：390㎏以下
　②リサイクル率：20％以上
　③ごみ焼却量：16,700トン以下
　④最終処分量：2,560トン以下

5 目指すSDGｓゴール

6 担当課（提案の応募先） 町民生活部　廃棄物対策課　担当：村山

7 問い合わせ先
アドレス：haikibutsutaisakuka-ofc@town.ami.lg.jp
０２９-８８９－００９１（阿見町霞クリーンセンター）
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